
 

満開の菜の花の向うに富士のパノラマ 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

朝、京浜東北線に乗ると電車ダイヤが狂っている    何とか大磯駅に到着！ 

約２０分の遅れ！とか 大船駅で乗り換えようとし   今日は久しぶりの１月「小雨」予報、夜には「雪」も！ 

たら、来たのは急行「アクティー号」         ＫＷＣにはお馴染みのコースだが、オレは「初」 

これは大磯駅に止まらない。イライラ・・・      湘南平から始まり、吾妻山で〆るらしい 

  

吉野リーダーには「お久しぶりです！」        遅れている方がいたようだが、駅近くの公園へ移動 

今日の参加者はベテランばかり１５名         雨は「降っていないとは言えない」程度 

少々の雨は降ったとしても問題なし！         そのためか公園は閑散として誰も居ない！ 

時  １月３１日（木） 曇り（パラパラ雨あり） １５ｋｍ（２２０００歩） 

コース 大磯駅→湘南平→愛宕神社→東の池→六所神社→吾妻山→二宮駅 

参加  吉野（リーダー） その他１４名 



  

線路脇の公園でストレッチとコース紹介        リーダー「あの電車に乗っているかもしれないから、 

その時、下り電車が通過した             もう一度電話して！」 でも「つながらない」 

  

１５名のままで出発                 大磯は駅からすぐに住宅街、寒くひっそりしている 

「案外、路面は濡れているな！」            

                   

緑が多く、緑はこのまま湘南台に続いている様子    ベテランばかりで平気な顔をしているが、すでに急な 

                          登りになっている 



  

チョット身体も温まってきた             ここにも県指定の遺跡があるようだ 

                           「揚谷寺谷戸横穴群」とか？ 

  

横穴群、横穴の中も綺麗！・・・・古の棲家？     この辺は、大きな高麗山公園の一部になっている 

鎌倉のヤグラとは違うの？ 

  

チョット休憩、「駅からすぐに登りだったので・・・！」 最後尾だった二人、「樹木に掴らないと・・・？」 

 

  

 



  

今日は健脚コース？                 そこはベテランぞろい、「文句なし！」 

                          無言でモクモクと・・・・ 

  

オレ、湘南平は初めてなので・・・・         ようやく着いて見ると、幼稚園の子供達が元気に飛び跳 

これで今日の最後は吾妻山？ 登れるか・・・？    ねている。 「元気いいね！」 

 

   

大磯の町と海が一望！                「もう遅れてるの？」 

ただ、チョット靄がかかって見通しは・・・      「うう・・・・・ん！」 



  

子供達は、展望台から元気良く降りてくる。但し、   もやっている割には大山など丹沢の峰が綺麗に！ 

すぐ横の駐車場までバスで来たらしい。「どうりで！」  残念ながら「富士のパノラマ」は無し！ 

  

若い？カップル？                  こちらも？ こちらは口論中か？ 

ひと時の展望を楽しんで                

  

「ああー寒かった！」                さー行きましょう！ 



  

この下りがまた大変！ 滑りやすい「かなりな急坂」   ようやく降りきって一息！ 

三浦アルプスなみ                   リーダー「この先はどのコースを行きましょうか？」 

  

この辺りはリーダーには庭のような場所らしい     結局アップ・ダウンの多いコース・・・・ 

どうゆうコースでも行けるようだ       

 

  

 これまで駅から平坦路はほとんど無し！        ようやく愛宕神社の鳥居が・・・・ 

 

 



  

ひっそりと・・・閑散としている            号令一科？ 整列して昼食！ 

右側の神輿庫は立派だが・・・             ベンチに座っているわけではありません！ 

  

食後もアップ・ダウンは続く            リーダー、足が速い！ 

                          隊列は・・・長くなって・・・・ 

  

「良くこんなとこ知ってるなー」のような道      ここが最後尾です 

 



  

リーダー梅園？の横を「さっそう！」と        美しい落葉樹の林や大山を眺めながら 

続く者は「暑い！」 結局コートを脱いで・・ 

  

最後尾を争う二人、「負けないぞ！」          ようやく平坦な道へ 

 

  

新幹線を潜ります                  「ここは左に曲がります！」 

                          「よく迷わないですね！」 



  

「お昼は食べちゃったし、そろそろ中間地点？」    見覚えのある東の池と神社の前で休憩 

                          「ここ昔のミカン狩りコースの帰りに通ったなー」 

  

朝着込んでいた防寒服とカッパが「ジャマに！」     通りがかった草原の隅での「焚き火」 

雨の心配は全く無し                 「何となく懐かしい、羨ましい！」 

  

街中に出てきました。川沿いの道をしばらく・・・    六所神社へ裏から入ります 

  

 

 



  

「立派な神社だね・・・」近辺にある六つの神社の元締  池の鯉も立派で。一段低くなった穴巣？に大勢集ま 

めとか、高橋文さんの祭りシリーズに含まれていた？    っている 

 
       写真の主役は「立派なシメナワ」です。 これでも出雲大社の約半分とか・・・・ 

              「ハイ、背景もにっこりして・・・・」 



  

さーて、後は吾妻山に登るだけ！           今日は、大分疲れたけど「ほんとに１０ｋｍ？」 

 

  

「私も駅前へ行くところなで」地元の女性と意気投合  「このおぶい紐も、駅前のリサイクル店で昨日買った 

「南口の八百屋の方が安いのヨ！」「・・・えらいヨ！」  んです！」「ウーン、えらいヨ！」 

こんな所で疲れを癒してる               駅前までの約１０分、嫁姑の・・・ 

  

二宮駅前の交差点に来ました             吾妻山入口の、階段のまでの坂を登ります 

                          駅前の観光協会？で、杖を借りてきた方が２名 

 



  

「では、無理はしないで下さい！」          自分のペース、自分のペース 

「一団で行動しなくて良いです、各自自分のペースで 

登って下さい」 

  

自分のペース、自分の・・・・            「自分の・・・」と言いながら、「リーダー早そう！」 

「良い調子ですね！」                 一緒の人は大変！ 

  

もう少しですよ！                  最後の階段を・・・・団子状態で 

 



  

吾妻山の頂上到達！                 最後の展望台へ！ 

相模湾が広がります。「天気が良ければナー」 

 

   

頂上からは素晴らしい景色と満開の菜の花       「満開だねー！」 

箱根の向うに富士のパノラマ・・・のつもり？ 

  

「もっと登った気がしたけどなー」「１３６ｍです！」  そろそろ夕闇！ 

杖二本、「見―つけ！」                 

 



     

       では降りる前に集合写真、「あれ、リーダーは？ 今までここに居たのに！」 

 

  

「エー今日は１０ｋｍの予定でしたが、１５ｋｍになり  「どのコースで降りますか？」 

ました。雨が降り出さないうちに駅まで降りましょう」  「では登って来た道を下りましょう！」 

                            予報では夕方から雨か雪、「今日はアフター無し！」 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 


